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島村直幸非常勤講師
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Naoyuki Shimamura

「国際関係論 」

文学部

　

文
学
部
な
の
に
国
際
関
係
論
？
そ
う
思

わ
れ
る
方
も
多
い
か
も
し
れ
な
い
。
し
か

し
、
木
曜
日
３
限
、
多
摩
キ
ャ
ン
パ
ス
３

号
館
３
５
５
２
教
室
で
行
わ
れ
る
国
際
関

係
論
の
講
義
を
楽
し
み
に
し
て
い
る
文
学

部
の
学
生
は
多
い
。

法
学
部
と
経
済
学
部
で
も
講
義

毎
週
レ
ジ
ュ
メ
を
配
布
、新
聞
も
教
材
に

　

講
義
を
担
当
さ
れ
る
島
村
直
幸
先
生
は
、

中
央
大
学
だ
け
で
は
な
く
、
他
に
も
５
つ

の
大
学
で
非
常
勤
講
師
を
さ
れ
、
ま
た
中

央
大
学
で
は
、
文
学
部
だ
け
で
は
な
く
、

法
学
部
、
経
済
学
部
で
も
そ
れ
ぞ
れ
「
国

際
政
治
学
」「
国
際
関
係
論
」
の
講
義
を

担
当
さ
れ
て
い
る
。

　

そ
ん
な
島
村
先
生
の
授
業
は
、
毎
回
熱

い
。
だ
か
ら
、
お
の
ず
と
講
義
の
内
容
が

頭
に
入
っ
て
く
る
。
講
義
は
、
先
生
作
成

に
よ
る
レ
ジ
ュ
メ
や
新
聞
記
事
、
ま
た

ヨ
ー
ロ
ッ
パ
で
発
行
さ
れ
る
英
字
新
聞
の
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を
用

い
て
進
め
ら
れ
る
。

　

時
に
は
、
英
字
新
聞
の
読
み
方
や
Ｔ
Ｏ

Ｅ
Ｆ
Ｌ
の
点
の
取
り
方
な
ど
英
語
の
授
業

に
な
る
こ
と
も
あ
り
、
毎
回
、
刺
激
的
で

あ
る
。
だ
か
ら
出
席
確
認
を
取
ら
な
い
に

も
か
か
わ
ら
ず
、
受
講
生
は
多
い
。

《
し
ま
む
ら
・
な
お
ゆ
き　

国
際
関
係

論
、
特
に
ア
メ
リ
カ
政
治
外
交
が
専
攻
。

青
山
学
院
大
学
や
フ
ェ
リ
ス
女
学
院
大

学
で
は
「
国
際
関
係
史
」「
ア
メ
リ
カ

外
交
史
」「
現
代
ア
メ
リ
カ
の
政
治
」

を
担
当
。
共
訳
に
ヘ
ン
リ
ー
・
ナ
ウ（
村

田
晃
嗣
ほ
か
訳
）『
ア
メ
リ
カ
の
対
外

関
与
』（
有
斐
閣
、
２
０
０
５
年
）、
共

著
に
石
井
修
・
滝
田
賢
治
編
『
現
代
ア

メ
リ
カ
外
交
キ
ー
ワ
ー
ド
』（
有
斐
閣
、

２
０
０
３
年
）、
吉
原
欽
一
編
著
『
現

代
ア
メ
リ
カ
の
政
治
権
力
構
造
』（
日

本
評
論
社
、
２
０
０
０
年
）
な
ど
》

「
本
と
新
聞
を
読
み
、

英
語
を
マ
ス
タ
ー
し
よ
う
」

講
義
の
冒
頭
に
参
考
文
献
を
紹
介

　

こ
の
日
の
講
義
で
は
、「
来
年
、
再
来

年
、
３
年
後
、
就
職
活
動
が
確
実
に
厳
し

く
な
り
ま
す
」
と
、「
サ
ブ
プ
ラ
イ
ム
」

金
融
危
機
と
「
リ
ー
マ
ン
・
シ
ョ
ッ
ク
」

に
よ
る
ア
メ
リ
カ
発
の
グ
ロ
ー
バ
ル
金
融

危
機
が
日
本
経
済
に
も
ダ
メ
ー
ジ
を
及
ぼ

し
、
学
生
の
就
活
に
も
影
響
し
て
く
る
と

い
う
話
か
ら
は
じ
ま
っ
た
。

　

そ
の
う
え
で
、
こ
う
続
け
た
。「
学
生

の
う
ち
に
１
冊
で
も
多
く
本
を
読
ん
で
ほ

し
い
。
ま
た
毎
日
、
新
聞
を
読
む
習
慣
を

つ
け
る
。
見
出
し
だ
け
で
も
良
い
か
ら
、

毎
日
新
聞
を
め
く
っ
て
い
く
。
そ
れ
が

１
ヶ
月
過
ぎ
、
３
ヶ
月
過
ぎ
、
６
ヶ
月
過

ぎ
る
と
国
際
政
治
、
世
界
経
済
の
動
き
が

次
第
に
理
解
で
き
る
よ
う
に
な
る
」。

　

講
義
の
序
盤
だ
と
い
う
の
に
エ
ン
ジ
ン

全
開
だ
。「
第
１
に
１
冊
で
も
多
く
本
を

読
む
、
第
２
に
毎
日
新
聞
を
読
む
習
慣
を

つ
け
る
、
第
３
に
言
い
訳
せ
ず
に
今
日
か

ら
英
語
を
始
め
よ
う
」
と
ア
ド
バ
イ
ス
し
、

２
０
０
８
年
ア
メ
リ
カ
大
統
領
選
を
熱
く
語
る

出
席
確
認
を
取
ら
な
い
の
に
多
い
受
講
生

読んで欲しい本の紹介
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受
講
生
を
奮
い
立
た
せ
た
。

　

そ
し
て
、
講
義
で
は
時
々
行
わ
れ
る
本

の
紹
介
を
は
じ
め
た
。
読
書
を
奨
励
す
る

た
め
だ
。
本
の
カ
バ
ー
表
紙
を
教
壇
の
上

に
順
々
に
並
べ
な
が
ら
、
本
を
紹
介
。
こ

の
日
は
、
国
際
政
治
学
を
学
ぶ
上
で
読
ん

で
お
く
必
要
が
あ
る
Ｅ
・
Ｈ
カ
ー
の
『
危

機
の
20
年
』
を
は
じ
め
、
勝
海
舟
の
『
氷

川
清
話
』
や
塩
野
七
生
の
『
ル
ネ
サ
ン
ス

と
は
何
で
あ
っ
た
の
か
』
な
ど
の
本
が
紹

介
さ
れ
た
。

用
意
さ
れ
た
参
考
資
料
は
10
枚

テ
ー
マ
は「
ア
メ
リ
カ
大
統
領
選
を
見
る
眼
」

　

こ
こ
か
ら
よ
う
や
く
講
義
の
本
編
に
入

る
。
ま
ず
島
村
先
生
作
成
の
レ
ジ
ュ
メ
３

枚
と
新
聞
の
コ
ピ
ー
５
枚
、
そ
れ
か
ら
資

料
２
枚
の
計
10
枚
が
配
布
さ
れ
、
本
編
の

講
義
が
ス
タ
ー
ト
。
毎
回
大
量
の
レ
ジ
ュ

メ
や
資
料
が
配
ら
れ
て
、
果
た
し
て
時
間

内
に
全
部
終
わ
る
の
だ
ろ
う
か
、
と
疑
問

を
持
つ
の
だ
が
、
島
村
先
生
は
「
大
丈
夫
。

な
ぜ
な
ら
、
天
才
だ
か
ら
」
と
言
い
、
こ

の
日
も
学
生
か
ら
笑
い
を
誘
っ
た
。

　

こ
の
日
は
、
ア
メ
リ
カ
大
統
領
選
挙
で

バ
ラ
ク
・
オ
バ
マ
氏
が
勝
利
し
た
翌
週

だ
っ
た
た
め
、「
２
０
０
８
年
大
統
領
選

挙
を
見
る
眼
」
が
テ
ー
マ
。
島
村
先
生
は

国
際
関
係
論
が
専
攻
、
特
に
ア
メ
リ
カ
政

治
外
交
（
史
）
を
研
究
し
て
い
る
と
い
う

こ
と
も
あ
り
、
講
義
に
は
自
然
と
力
が
入

る
。
以
下
は
講
義
の
内
容
だ
。

　

ア
メ
リ
カ
大
統
領
選
挙
の
投
票
は
、
平

日
で
あ
る
火
曜
日
に
行
わ
れ
る
。
こ
れ
は
、

「
エ
リ
ー
ト
に
よ
る
統
治
」
と
い
う
古
い

考
え
や
制
度
が
い
ま
だ
に
残
っ
て
い
る
か

ら
だ
。
黒
人
や
貧
し
い
人
た
ち
ほ
ど
、
平

日
に
は
投
票
に
行
か
な
い
。
ま
た
同
じ
理

由
か
ら
、
事
前
に
「
有
権
者
登
録
」
が
必

要
で
、
日
本
の
よ
う
に
投
票
用
紙
が
送
ら

れ
て
く
る
こ
と
は
な
い
。
１
９
７
０
年
代

の
「
ウ
ォ
ー
タ
ー
ゲ
ー
ト
事
件
」
も
加
わ

り
、
大
統
領
選
挙
は
過
去
30
年
間
、
50
％

前
後
の
低
投
票
率
で
あ
る
。

　

次
に
、
ア
メ
リ
カ
大
統
領
選
挙
の
シ
ス

テ
ム
に
つ
い
て
。
大
統
領
選
挙
で
は
、
50

州
の
州
ご
と
に
人
口
に
応
じ
て
配
分
さ
れ

た
大
統
領
選
挙
人
５
３
８
名
の
過
半
数
２

７
０
名
以
上
を
獲
得
し
た
大
統
領
候
補
が

次
期
大
統
領
に
な
る
。
州
ご
と
に
１
月
か

ら
予
備
選
挙
が
あ
り
、
11
月
の
本
選
挙
も

州
ご
と
に
戦
わ
れ
て
い
く
。

　

そ
こ
で
、
島
村
先
生
は
、
２
０
０
８
年

ア
メ
リ
カ
大
統
領
選
挙
で
「
激
戦
州
」
と

位
置
づ
け
ら
れ
た
フ
ロ
リ
ダ
と
オ
ハ
イ
オ

な
ど
中
西
部
の
７
つ
の
州
を
新
聞
記
事
で

確
認
。
そ
し
て
、「
ス
ウ
ィ
ン
グ
・
ボ
ー

タ
ー
」
と
も
呼
ば
れ
る
無
党
派
層
が
今
回

の
選
挙
に
与
え
た
影
響
や
、「
ブ
ラ
ッ
ト

リ
ー
・
エ
フ
ェ
ク
ト
」
と
呼
ば
れ
る
人
種

差
別
の
影
響
が
ど
れ
だ
け
働
い
た
か
（
世

論
調
査
で
は「
黒
人
大
統
領
を
許
容
す
る
」

と
答
え
て
も
、
特
に
保
守
的
な
白
人
男
性

は
投
票
日
に
は
白
人
候
補
に
投
票
す
る
）、

に
つ
い
て
検
証
し
た
。

　

さ
ら
に
、
大
統
領
選
挙
と
同
時
に
行
わ

れ
る
上
下
両
院
の
議
会
選
挙
に
つ
い
て
も

言
及
。「
ア
メ
リ
カ
政
治
で
は
、
30
年
強

の
サ
イ
ク
ル
で
保
守
と
リ
ベ
ラ
ル
が
入
れ

替
わ
っ
て
き
た
」
と
説
明
し
、「
２
０
０

８
年
は
、
１
９
３
２
年
と
１
９
６
８
年
と

同
様
、
歴
史
の
転
換
点
に
な
り
う
る
。
タ

島村直幸講師
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イ
ミ
ン
グ
だ
け
で
は
な
く
、『
１
０
０
年

に
一
度
』
の
金
融
危
機
と
イ
ラ
ク
か
ら
の

『
名
誉
あ
る
撤
退
』
と
い
う
歴
史
的
な
課

題
を
同
時
に
２
つ
も
抱
え
て
い
る
点
が
注

目
さ
れ
る
」
と
解
説
し
た
。

早
口
、
で
も
わ
か
り
や
す
い
講
義

オ
バ
マ
の
勝
因
、
マ
ケ
イ
ン
の
敗
因
は
何
か
？

　

島
村
先
生
は
、
早
口
だ
。
時
々
、
追
い

つ
け
な
い
。
で
も
繰
り
返
し
、
わ
か
り
や

す
く
講
義
す
る
の
で
、
学
生
た
ち
の
理
解

は
進
む
。

　

講
義
は
「
オ
バ
マ
が
な
ぜ
勝
ち
、
マ
ケ

イ
ン
は
な
ぜ
負
け
た
の
か
？
」
へ
。「
結

果
的
に
経
済
で
オ
バ
マ
は
選
ば
れ
た
」
と

オ
バ
マ
氏
の
勝
因
を
指
摘
し
、
こ
れ
に
対

し
て
、「
マ
ケ
イ
ン
は
特
に
、『
ア
メ
リ
カ

経
済
の
フ
ァ
ン
ダ
メ
ン
タ
ル
ズ
は
依
然
強

い
』
と
い
う
９
月
15
日
の
失
言
が
敗
北
へ

と
つ
な
が
っ
た
」
と
分
析
。
ま
た
選
挙
資

金
不
足
に
よ
り
、
民
主
党
の
予
備
選
挙
が

長
期
化
し
い
て
い
た
６
月
ま
で
に
激
戦
州

で
「
オ
バ
マ
包
囲
網
」
を
作
れ
な
か
っ
た

こ
と
も
マ
ケ
イ
ン
氏
が
敗
北
し
た
原
因
の

一
つ
だ
と
も
指
摘
し
た
。

　

そ
こ
で
島
村
先
生
は
「
し
か
し
」
と
言

葉
を
つ
な
ぎ
、「
一
見
オ
バ
マ
圧
勝
に
見

え
る
今
回
の
大
統
領
選
挙
で
は
あ
る
が
、

投
票
率
で
見
る
と
意
外
と
接
戦
だ
っ
た
。

特
に
激
戦
州
で
は
大
接
戦
だ
っ
た
」
と
言

う
。

　

で
は
、
オ
バ
マ
は
こ
れ
か
ら
何
を
す

べ
き
な
の
か
？
「
オ
バ
マ
次
期
大
統
領

は
、
１
月
20
日
の
政
権
発
足
か
ら
『
最
初

の
１
０
０
日
間
』
で
迅
速
か
つ
強
力
な
指

導
力
を
発
揮
し
、『
ニ
ュ
ー
デ
ィ
ー
ル
』

政
策
の
パ
ー
ト
２
を
断
行
し
、
ア
メ
リ
カ

議
会
で
関
連
立
法
を
可
決
さ
せ
、
世
界
経

済
の
安
定
化
を
図
る
こ
と
が
強
く
期
待
さ

れ
る
」
と
言
う
。
１
９
２
９
年
世
界
大
恐

慌
後
の
１
９
３
０
年
代
、フ
ラ
ン
ク
リ
ン
・

ル
ー
ズ
ベ
ル
ト
大
統
領
が
５
年
、
10
年
か

け
て
20
世
紀
型
の
グ
ロ
ー
バ
ル
金
融
危
機

を
乗
り
越
え
た
よ
う
に
、「
オ
バ
マ
次
期

大
統
領
も
、『
１
０
０

年
に
1
度
』
の
21
世
紀

型
の
グ
ロ
ー
バ
ル
金
融

危
機
を
乗
り
越
え
、
偉

大
な
大
統
領
と
し
て
歴

史
に
名
前
を
残
そ
う
と

す
る
は
ず
だ
」
と
強
調

し
た
。
だ
が
、「
世
界

経
済
の
現
状
は
、
決
し

て
楽
観
視
で
き
な
い
厳

し
い
情
勢
だ
」
と
も
付

け
加
え
た
。

　

１
９
３
０
年
代
の
世

界
大
恐
慌
期
の
時
代
背

景
を
イ
メ
ー
ジ
と
し

て
把
握
す
る
た
め
に

は
、
島
村
先
生
は
映
画

『
シ
ー
ビ
ス
ケ
ッ
ツ
』

を
観
る
と
良
い
と
薦
め

た
。

気
迫
の
こ
も
っ
た
90
分
間

盛
り
沢
山
の
内
容
に
受
講
生
は
ぐ
っ
た
り
？

　

さ
ら
に
「
オ
バ
マ
次
期
大
統
領
は
、
70

年
代
は
じ
め
の
ベ
ト
ナ
ム
戦
争
の
泥
沼
化

の
時
の
よ
う
に
、
イ
ラ
ク
か
ら
『
名
誉
あ

る
撤
退
』
を
し
な
く
て
は
な
ら
な
い
。
で

き
る
だ
け
『
名
誉
の
あ
る
』
形
で
イ
ラ
ク

か
ら
撤
退
し
な
い
と
、
イ
ラ
ク
と
中
東
地

域
が
不
安
定
化
し
、
ア
メ
リ
カ
の
威
信
も

低
下
し
て
し
ま
う
」
と
外
交
の
課
題
も
挙

げ
た
。

　

最
後
に
、「
メ
デ
ィ
ア
と
専
門
家
の
予

測
は
特
に
近
年
、
残
念
な
が
ら
ほ
と
ん
ど

当
た
ら
な
い
。
だ
か
ら
本
日
の
島
村
直
幸

の
講
義
も
、
良
い
意
味
で
批
判
的
に
聴
い

て
ほ
し
い
。
学
生
の
み
な
さ
ん
が
自
分
自

身
で
考
え
、
自
分
自
身
の
考
え
を
涵
養
す

る
こ
と
が
大
切
だ
」
と
言
い
、
講
義
を
終

え
た
。

　

90
分
の
講
義
が
、
と
て
も
90
分
と
は
思

え
な
い
ほ
ど
の
盛
り
沢
山
な
内
容
の
講
義

で
あ
っ
た
。
そ
の
た
め
か
、
毎
回
受
講
生

は
、
講
義
が
終
え
る
と
、
疲
れ
切
っ
た
表

情
で
教
室
を
出
て
行
く
。
そ
れ
だ
け
、
島

村
先
生
の
気
迫
に
圧
倒
さ
れ
て
し
ま
っ
て

い
る
と
い
う
こ
と
だ
ろ
う
。

（
学
生
記
者　

上
田
雄
太
＝
文
学
部
３
年
）

出席はとらないが、人気の講義


